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第５００回今別町議会定例会会議録（第３号） 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　第３日（９月９日） 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　出席議員　７名 

　　　　１番　　綿　谷　敏　明　　君　　　　２番　　中　嶋　　　惠　　君 

　　　　３番　　本　間　闘　士　　君　　　　４番　　太　田　英　一　　君 

　　　　５番　　田　中　哲　也　　君　　　　６番　　小　倉　潤　二　　君 

　　　　７番　　本　郷　良　克　　君 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　欠席議員　なし 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 町 長 阿　部　義　治　　君

 副 町 長 飯　田　　　哲　　君

 教 育 長 佐　藤　泰　仁　　君

 会 計 管 理 者 

税 務 会 計 課 長
奥　崎　　　匠　　君

 参事・総務企画課長 太　田　和　泉　　君

 参事・町民福祉課長 山　﨑　真　直　　君

 産 業 建 設 課 長 遠　田　剛　洋　　君

 教 育 課 長 相　内　　　譲　　君

 総 務 企 画 課 長 補 佐 阿　部　真紀子　　君

 町 民 福 祉 課 長 補 佐 成　田　秀　和　　君

 税 務 会 計 課 長 補 佐 澤　田　淳　一　　君

 産 業 建 設 課 長 補 佐 川　村　一　樹　　君

 産 業 建 設 課 長 補 佐 平　山　治　門　　君

 教 育 課 長 補 佐 嶋　中　哲　哉　　君

 診 療 所 事 務 長 平　山　寛　哉　　君

 代 表 監 査 委 員 相　内　啓　司　　君
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　職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　議事日程 

　第１　議案審議 

　・報告第１号　　令和６年度決算に基づく健全化判断比率について 

　・報告第２号　　令和６年度決算に基づく公営企業における資金不足比率について 

　・議案第１号　　令和６年度今別町一般会計歳入歳出決算の認定について 

　・議案第２号　　令和６年度今別町国民健康保険特別会計（事業勘定）歳入歳出決算の

認定について 

　・議案第３号　　令和６年度今別町国民健康保険特別会計（診療施設勘定）歳入歳出決

算の認定について 

　・議案第４号　　令和６年度今別町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定につい

て 

　・議案第５号　　令和６年度今別町介護保険特別会計（保険事業勘定）歳入歳出決算の

認定について 

　・議案第６号　　令和６年度今別地区簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て 

　・議案第７号　　令和６年度今別町簡易水道事業会計決算の認定について 

 事 務 局 長 佐　渡　慶　剛　　君

 主 事 野士谷　侑　斗　　君
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　　　　　午前１０時００分　開議 

○議長（本郷良克君）　おはようございます。 

　　ただいまの出席議員は７名であります。よって会議を再開いたします。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　日程第１　議案審議  

○議長（本郷良克君）　日程に従いまして、議案審議に入ります。 

　　報告第１号を議題に供します。 

　　事務当局の説明を求めます。参事。 

○参事・総務企画課長（太田和泉君） 

　　　〔報告第１号　令和６年度決算に基づく健全化判断比率について説明〕 

○議長（本郷良克君）　報告第１号を審議願います。 

　　　　　（「なし」の声あり） 

○議長（本郷良克君）　報告第１号の質疑を打ち切ります。 

　　お諮りします。報告第１号を原案どおり承認することにご異議ありませんか。 

　　　　　（「異議なし」の声あり） 

○議長（本郷良克君）　異議なしと認めます。報告第１号は原案どおり承認されました。 

　　報告第２号を議題に供します。 

　　事務当局の説明を求めます。参事。 

○参事・総務企画課長（太田和泉君） 

　　　〔報告第２号　令和６年度決算に基づく公営企業における資金不足比率について説

明〕 

○議長（本郷良克君）　報告第２号を審議願います。 

　　　　　（「なし」の声あり） 

○議長（本郷良克君）　報告第２号の質疑を打ち切ります。 

　　お諮りします。報告第２号を原案どおり承認することにご異議ありませんか。 

　　　　　（「異議なし」の声あり） 

○議長（本郷良克君）　異議なしと認めます。報告第２号は原案どおり承認されました。 

　　議案第１号から第７号まで、令和６年度一般会計歳入歳出決算及び特別会計歳入歳出

決算につき一括議題に供します。 

　　事務局の説明を求めます。奥崎会計管理者。 
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○会計管理者税務会計課長（奥崎　匠君）　 

　　　〔議案第１号　令和６年度今別町一般会計歳入歳出決算の認定について、議案第２

号　令和６年度今別町国民健康保険特別会計（事業勘定）歳入歳出決算の認定に

ついて、議案第３号　令和６年度今別町国民健康保険特別会計（診療施設勘定）

歳入歳出決算の認定について、議案第４号　令和６年度今別町後期高齢者医療特

別会計歳入歳出決算の認定について、議案第５号　令和６年度今別町介護保険特

別会計（保険事業勘定）歳入歳出決算の認定について、議案第６号　令和６年度

今別地区簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について、議案第７号　令和

６年度今別町簡易水道事業会計決算の認定について説明〕 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　ここで暫時休憩を求めたいんですけれども、どうですか。 

○議長（本郷良克君）　暫時休憩します。再開は11時から。 

　　　　　午前１０時５０分　休　憩 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　午前１１時００分　再　開 

○議長（本郷良克君）　休憩を解いて会議を再開いたします。 

　　議案第１号を審議願います。綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　一番最初に私は町の収入として非常に大事な税についてご質問を

いたします。 

　　６ページの決算書の不納欠損の部分について、お聞きしたいと思います。まとめてお

聞きします。 

　　町県民税、不納欠損が12万6,803円。調定額に比べると6.9％、約７％の不納欠損でご

ざいます。次に固定資産税ですが、同じく調定額に比べて161万6,300円だと27.5％にな

ります。次に軽自動車の種別ありのところなんですけれども、これも調定額と比べて

14.4％で５万1,300円、また会計はちょっと違うんですけれども、不納欠損でまとめて

聞きたいので、国保税の不能欠損もお聞きしても大丈夫ですか。 

　　ページで176ページ。間違いました。148ページですね。国保税４節の滞納繰越分108

万333円、率で言うと調定額から見ると16.8％ということになっていますが、その内訳。

例えば、地方税法の中のどの条文で何を根拠として不能欠損したかと、その件数を教え

ていただければと思っております。 
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○議長（本郷良克君）　奥崎会計管理者。 

○会計管理者税務会計課長（奥崎　匠君）　ご質問の不納欠損の内訳についてお答えいた

します。 

　　まず住民税からまいります。地方税法第18条の５年経過による、いわゆる時効と言わ

れるものですけれども、こちらが３件の４万6,948円です。次に、地方税法第15条の７

に当たります即時欠損と呼ばれるものですけれども、こちらが２件、７万9,855円。こ

ちらは、生活保護受給者となっております。 

　　続いて固定資産税です。18条の時効によるものが19件、33万6,800円です。続いて即

時によるものは内訳がありまして、生活保護受給者が５件で29万7,000円。また所在不

明、また本人死亡など相続人なし等の理由によるものが34件ありまして、こちらが98万

2,500円となっております。 

　　続いて軽自動車税です。時効によるものが４件、２万6,400円です。即時によるもの

は３件ございますが、そのうち１件、こちらが生活保護受給者のもの、また所在不明、

本人死亡相続人なしのものとして、２件の１万8,900円。合計２万4,900円が即時となっ

ております。 

　　続いて国民健康保険税ですが、時効によるものが４件、23万5,000円で、即時、こち

らは３件ございまして、うち２件が生活保護受給者、うち１件が所在不明、本人死亡相

続人なしのものとして59万8,733円。即時の合計では３件、84万5,333円となっておりま

す。 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　固定資産税については行方不明、死亡、相続人不明ということは、

全国的にこれは今、問題になっているところだと思います。 

　　税務会計課の皆様には大変ご苦労なんですけれども、時効その他ないような形で、ち

ょっとでも町の財政、財源を助けるために、今後もご尽力をお願いして、質問を終わり

ます。 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　決算書の10ページなんですけれども、また滞納の部分でちょっと

お話しさせていただくんですけれども、町営住宅の滞納分が年々増えているわけです。

そこで、町の係のほうでは産業建設課のほうの係だとは思っているんですけれども、滞

納をさせない、滞納した人から滞納分を頂くことに対して、どういう行動を起こして、
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そういう滞納をちょっとでも減らすような努力というのか、その施策、政策を講じてい

ることがもしございましたら、お願いいたします。 

○議長（本郷良克君）　遠田課長。 

○産業建設課長（遠田剛洋君）　町営住宅の滞納に関しては、金額のほうも多いんですけ

れども、以前よりも毎月まず担当と課長補佐のほうで、毎月徴収に回るようにしていま

す。まずこまめに顔を出すということを繰り返して、無理でも声掛けして、この日まで

にはということで、お願いを今、繰り返している状況でございます。 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　この滞納をしている方の家庭に行くというのは、やっぱり度々回

数多く行って、その方とコミュニケーションを深めながらいただくという方法が非常に

有効かなと、私は今までの経験で考えております。回数多くということは、職員に負担

がかかるわけですけれども、何としてもゼロに近い住宅料の滞納を目指して、職員の皆

様には頑張っていただきたいなと考えておりますので、遠田課長のほうもぜひ職員と協

力しながら力を貸していただきたいなと考えています。これで終わります。 

○議長（本郷良克君）　本間議員。 

○３番（本間闘士君）　49ページにあります第二青函トンネル構想事業についてです。今

年度の第二青函トンネル構想事業として、いろいろなイベント等を開催したと思うんで

すが、現在北海道の福島町を中心に様々な取組が道南のほうでも行われております。 

　　決算を見る限り100万円という決算額でございますが、来年度に向けてより力を入れ

るべき事業ではないかなと私は考えます。青函トンネル事業がもし今別町で起きた場合

のメリットを考えると、より注力するべき事業なのかなと思いますが、これに関して何

か考えあればお聞かせいただきたいなと思います 

○議長（本郷良克君）　参事。 

○参事・総務企画課長（太田和泉君）　第二青函トンネルですけれども構想ですけれども、

決算の中見ていきますと、昨年度はＰＲ事業ということで、青森市内のホテル青森さん

をお借りして、ＪＡＰＩＣの専門家を呼んで講演を開いて機運醸成等を図ったところで

ございます。 

　　また、今年度に関しては、さらに国への働きかけということで、陳情等、今、考えて

いるところでございますし、また本間議員も見られたと思うんですけれども、峠のとこ

ろにも看板を立てて、ああいった形でＰＲ事業を行っているところでございます。 
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　　また、引き続き会員の増強に努めたりとか、この特別講演とかは隔年で、今、やって

いますけれども、またいいお話とかあれば、皆さん、町民の皆さんに提供していきたい

ですし、もっともっとこれから福島町と一緒になって、これから働きかけていきたいと

考えているところでございます。 

○議長（本郷良克君）　本間議員。 

○３番（本間闘士君）　答弁ありがとうございます。 

　　道南のほうでは非常に盛り上がっておりまして、いろいろな形で目にすることが多く

なっております。青函トンネル構想はすごく中長期にわたる構想だとは思いますが、や

はりロマンを感じる事業ですので、地元がもっと盛り上げなければいけないのかなと感

じております。なので来年度も力を入れて進めていただきたいなと思います。 

　　一旦終わります。 

○議長（本郷良克君）　小倉議員。 

○６番（小倉潤二君）　第二青函トンネルについて、また同じ質問します。 

　　まず本間議員からも言いましたけれども、ただ地元で盛り上がっていても駄目なんで

すよ。要はやっぱり国なんですよね。国に陳情要望しないと予算も出てこないし、今、

ちょうどというか参議院でもたしか国交省の大臣が多分当選したはずです。そういうと

ころをやっぱり力を借りてやらないと、この第二青函の構想も頓挫することになるかも

しれませんので、早めに国交省の、多分たしか私の記憶では見坂さんという方ですよね。

この方が今国交省の大臣、一番のやる気のある方なんですよ。やはりそういうところに

行って要望、陳情するべきだと私は思いますので、地元で盛り上がっていては駄目なん

ですよ。国のほうへ行って、やっぱりそういう要望を陳情してほしいと思いますので、

その辺よろしくお願いいたします。 

○議長（本郷良克君）　参事。 

○参事・総務企画課長（太田和泉君）　ありがとうございます。 

　　昨年の第二青函の話でいきますと、福島町の鳴海町長と阿部町長が国会の勉強会のほ

うにも参加しているところでございます。そういった中で地元の議員の先生方も、これ

非常に興味を持っていまして、そういった勉強会を開催したり、そこには町長も参加し

たり、また陳情のほうもバックアップするというお話を聞いておりますので、今年度中

には必ず陳情、福島町と一緒に陳情する予定になっておりますので、その節はよろしく

お願いいたします。 
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○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　決算書の27ページです。ふるさと納税寄附金のところですが、新

聞紙上には２回ほど青森県のふるさと納税の収入の部分が載りました。今別町は300万

まではいかないですけれども、280万ぐらいは前年度と比べると減額になったと。その

減額になった理由というのはどういうことを町としては考えていますかね。 

○議長（本郷良克君）　参事。 

○参事・総務企画課長（太田和泉君）　ありがとうございます。ふるさと納税に関してな

んですけれども、こちら減額のところを町として独自に分析したところなんですけれど

も、ふるさと納税、ピークがちょうどコロナ禍の時代でした。その際特に今別町の特産

品でありますウニに関して、外食ができない中での自宅でそのウニとかを食べるという

のが見られたところでございます。ただコロナが終わって外食とか飲食店の再開が始ま

ってから、そういったことが少なくなりました。実際そのウニの瓶詰や殻付きウニの返

礼品を求める件数ががくっと減りました。まずそれが１点だと思います。 

　　あともう１点が総務省での取り決めの中で、今別町で荒馬の酒を返礼品として出した

んですけれども、そちらがちょっと出せないという、中身を言いますと原材料が今別の

物でないということ、ラベルが荒馬だけではちょっと返礼品としては出せないというこ

とがありまして、そちらが１つ減ったのが大きなところでございます。 

　　以上であります。 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　今、総務企画課長が言ったお酒のほう、今別町も米を作っている

ので、今別町のお米でお酒を造るような手段って総務課長、考えていますかね。 

○議長（本郷良克君）　遠田課長。 

○産業建設課長（遠田剛洋君）　今、総務課長へのご質問でしたけれども、今別町のお米

を使ったお酒ということでしたので、今、産業課のほうで圃場整備組合のほうと進めて

いるんですが、加工用米をどうしても作付する必要があるということがありまして、そ

の加工用米で酒米を作付けして今別のお米でお酒を造れないかということで、今、酒蔵

さんのほうに見学に行ったりとかで計画を今、進めている状態です。まだちょっと実現

できるかどうかまではまだお話できないですけれども、その計画自体は、今、進めてお

ります。 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 
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○１番（綿谷敏明君）　この返礼品の問題は、国のほうで示したときに今みたいな行動を

やらなければ駄目なんですよ。もう当初のふるさと納税という趣旨を超えちゃって、も

う国民の皆さんは返礼品を目的にふるさと納税している時代なんですよ。なので今年度

は全国の市町村で米が多いんですよ。返礼品を求める方が。米だけで何十億もふるさと

納税集めているところがあるんですよ、実際。なのでもうちょっと発想をよく早く行動

しないと、今別町のふるさと納税の額をどんどん増やすような企画制作をしないと駄目

だと私は考えます。 

　　まして人口は2,000人を切るか切らないかの人口で税収入はどんどん減っている。職

員の皆さんの考え、町長の考えもあろうかと思いますけれども、このふるさと納税につ

いては、いかに返礼品を今別独自に考えてやるかと私はそう思っています。新聞見たと

きがっかりしました。あの額から言うと何も考えてないような感じにも受けてしまいま

す。すみません。これは職員を責めているんじゃなくて、新聞紙上を見る限りでは青森

県では最低のほうですよね。なので総務企画課長が言ったウニとか瓶ウニとかの問題じ

ゃなくて、それが駄目だったら次の手段を考えればいい話であって、そういうことをど

んどん職員のアイデアで持っていただきたいと私は考えています。総務課長、どう思い

ますか。 

○議長（本郷良克君）　参事。 

○参事・総務企画課長（太田和泉君）　ありがとうございます。 

　　確かに下がった時点ですぐ分析して次の対応というのはしなければならなかったとい

うところでございます。確かに昨今、米の返礼品は非常に各自治体でも多くなっている

のは見受けられますので、町としてもそういったものを参考にしながら今後検討してい

きたいと思います。 

　　ほかの返礼品についても、確保できる数量あればこちらのほうでも足していきますし、

また事業者さんのほうとも今後密にその辺詰めていきたいと思いますので、よろしくお

願いいたします。 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　荒馬のお酒のほうも来年に向けて、もう稲刈り終わるともう来年

の準備に農家の人が入るので、契約栽培するなり何なりきっちりした形で町の姿勢を示

して、農家と一緒に今別町のおいしいお酒を造って返礼品にする、またお土産で外へ持

っていけるような体制づくりを再来年の春にできるように、何とか町長、副町長のお力
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を借りながらぜひとも実現していただきたいと思います。 

　　以上です。 

○議長（本郷良克君）　小倉議員。 

○６番（小倉潤二君）　私のこれからする質問、この決算書の項目にはありませんので、

強いて言えば33ページの林業のほうです。この３年ぐらい暖冬、そして異常気象で今、

ナラ枯れが県内で起こっています。町内でも今、今年の春から今の夏にかけて大分ナラ

枯れが進んでおります。これ産業課のほうで把握しておりますか。 

○議長（本郷良克君）　遠田課長。 

○産業建設課長（遠田剛洋君）　小倉議員おっしゃるとおり、町内でもナラ枯れが発生し

て広がっているというのは把握しております。 

○議長（本郷良克君）　小倉議員。 

○６番（小倉潤二君）　もうこのナラ枯れ、大分危険な場所にもあるもので、何とかこれ

早めに手を打っておかないと大変なことになると思います。町民の方が歩行する場所に

も多分あると思います、このナラ枯れしている木が。当分この１年２年は倒れることは

ないと思うんですけれども、強風とかそういう場合に枝とか折れる可能性が、人に当た

る可能性もありますので、ぜひともこれは対応をお願いしたいと思います。 

　　ちなみに、今現在大泊地区の墓地ですね、墓地に木がかぶさってしまって、墓も壊れ

る可能性もありますので、取りあえずは大泊地区のこのナラ枯れだけでも撤去、切って

ほしい、そういうふうに思います。あと今、自分で見た限りでは七曲の上のほうですね。

この上のほうも今、ナラ枯れが大分あるので、各関係機関の方とも話しながら、この撤

去してほしいと私は思いますので、その辺よろしくお願いいたします。 

○議長（本郷良克君）　遠田課長。 

○産業建設課長（遠田剛洋君）　大泊のお墓の木がナラ枯れの木だということも把握して

おります。ナラ枯れに関しましては、昨年までは県のほうで全て対処していたんですが、

それが所有者に委ねるという方針に変わって、さらにナラ枯れの木は町外に搬出ができ

ない、さらに切ったからといってそこに置いておいて腐らせて終わりというわけにもい

かなくて、大泊の木に関しては一応、もし処理をした場合の金額は、今、調査しており

ますけれども、それを町で補助するとかというのも、全県的にまだ方針が決まっていな

い状況で、今、その問題について県といろいろ説明会等を受けている状態ですので、範

囲は広がっているんですが、ちょっと早急に調べながら対処方法を今後検討することに



11

なるかと思います。 

○議長（本郷良克君）　小倉議員。 

○６番（小倉潤二君）　当分の間、もう多分１年、この１年はもつと思うんですよ。その

間１年ぐらいはまだ準備期間として、余裕というと変ですけれどもまだありますので、

その間にぜひその作業を進めてほしいと思います。 

○議長（本郷良克君）　太田議員。 

○４番（太田英一君）　54ページなんですけれども、委託料のイルミネーションの委託料、

外部委託というのは分かるんですけれども、その下に交付金、今別冬イベントの交付金

って、この冬イベントの交付金とイルミネーションの委託というのは、何か関連性ある

んでしょうか。 

○議長（本郷良克君）　参事。 

○参事・総務企画課長（太田和泉君）　イルミネーションは、これまで新幹線開業時から

やってきたイベントということで、今年度で10年を迎えるということで令和６年度限り

のものでございました。 

　　下の冬イベント交付金に関しては、２月に行われるさきっちょフェス、そちらのほう

の実行委員会に交付するもので、冬のトータルで言えば冬全体のイベントとなるんです

けれども、時期的には12月から１月までのイルミネーション、その後の２月のイベント

という形で、全然別ものになっております。 

○議長（本郷良克君）　太田議員。 

○４番（太田英一君）　いろいろイベントとか催しものというか展示とか、様々な行事と

いうんですか、そういうのを実施していただくのは大変結構なんですけれども、何か一

貫性がないというか関連性が見いだせないというか、ぽつんぽつんとやっているような

イメージしかちょっと受けられないんですよね。 

　　そういう点で、総合的にイベント会社のほうに全面委託、例えば冬期間の12月から３

月いっぱいの総合的なイベントを委託するとか、そういうきちんとした仕分というか、

目に見えた町の姿勢というのを示していけないものかなと思いますけれども、いかがで

しょうか。 

○議長（本郷良克君）　参事。 

○参事・総務企画課長（太田和泉君）　冬のイベント、どうしても印象的に弱いところが

あります。ただしそのほかの春、夏、秋に関しては、今別三大祭りという位置づけで行
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われているところでございます。 

　　ですが、今別の冬に関してはここ二、三年、さきっちょフェスという形で大分周知も

されてきておりますし、来場者のほうも増えてきているというのはこちらで認識してい

るところでございます。これは引き続き行いたいなというところでございます。ただし

その一貫性の話で、そのいっときでいいのかというところに関しては、今後ちょっと考

えていきたいと思っております。 

○議長（本郷良克君）　太田議員。 

○４番（太田英一君）　駅前の新幹線開業当時、町民というか子供たちも参加してキャン

ドルとか雪灯籠とか様々なイベントをやって、それが参加者が少ないとか、いろいろな

ことで、今のような形になったと思うんですけれども、町民参加型とか関係人口の参加

型の冬のイベントというふうに、同じお金をかけるのであれば、そっちのほうにシフト

していったほうがいいんじゃないかと私は思うんですけれども、いかがでしょう。 

○議長（本郷良克君）　参事。 

○参事・総務企画課長（太田和泉君）　今現在行われている半島さきっちょフェスに関し

ても、町民参加型という形とまた外部団体とか、そういった連携を取りながらやってお

ります。また今別町外と中泊町さんとか外ヶ浜町さんとか青森市さんとかとも連携を図

った中でのイベントということで、非常に広域的な非常によいイベントということで町

では捉えているところでございます。 

　　また、太田議員おっしゃられたような、前の雪灯籠を造ったりとかしてそこにキャン

ドルを置くというのは、以前やっていた冬のリヒトというイベントだったんですけれど

も、そちらに関しては今のさきっちょフェスのほうに移行したという認識でいます。そ

ういった中で、イベント内容に関しては、いろいろ見直さなければならないし、ずっと

同じものをやるわけにもいかないので、ですのでそういった形でキャンドルはやらない

ですけれども、いろいろスノーモービルでバナナボート引っ張るのとか子供たちが楽し

めるものとか滑り台とか、そういった形でいろいろこちらのほうでも随時見直しかけな

がら行っているというところでございます。ただ、その子供たちがもっともっと参加で

きるようなイベント内容についてはこれからも考えていきたいと思っております。 

○議長（本郷良克君）　太田議員。 

○４番（太田英一君）　確かにその考え方も理解はできるんですけれども、やっぱり１つ

のイベントとして町に定着させるという考えを持った場合、同じ内容でも継続的に行っ



13

て規模をだんだん拡大していくとか、一時期参加者が少ないから縮小してやめるとかで

はなくて、今別町の冬のイベントは、新幹線の駅前にそういう町民、それから関係人口

が直接参加できるイベントがあるんだよということで、関係人口の拡大、その吸引剤と

しての位置づけを持って、同じお金かけるのであれば、そういう将来的に費用対効果が

見込まれるような事業の継続性を持って実施していただきたいなと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 

○議長（本郷良克君）　参事。 

○参事・総務企画課長（太田和泉君）　ありがとうございます。太田議員おっしゃられる

とおり、荒馬祭り同様冬のイベントも関係人口創出につながるようなイベントになるよ

う努めてまいりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　29ページの20款３項１目奨学金の貸付返還金のところなんですけ

れども、これも微量ではありますが、年々滞納繰越額が増えている実情だと思います。

奨学金は本人が借りて就職した後に、本人が借りた月の倍の年月をかけて返すという制

度だと思うんですけれども、年々滞納額が増えている状況にあります。教育委員会のほ

うではこの状況を踏まえて、滞納解消に向けてどのような施策を講じているのか、もし

いろいろやっていることがあったらお知らせしていただければと思います。 

○議長（本郷良克君）　相内課長。 

○教育課長（相内　譲君）　教育委員会のほうでは四半期に１度お願いの文書を発送して、

連絡を待っているところであります。 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　就職はほとんど県外とか町外に就職すると、100％近くそういう

形で就職しているので、なかなか対面では徴収するのは難しいと思います。対面で会わ

ないとなかなか徴収率も上がらないし、その辺は私も理解していますが、ただ上半期に

１回ずつ下半期に１回ずつとか文書を出していますじゃなくて、そこに何か工夫をして、

１か月に１回文書を出すとか、ちょっと文章の色を変えるとか、インパクトをつけて、

そういう工夫をしてお願いの文書を出すとちょっと変わるのかなと私は独自に考えます。

そういうことをやってくださいということじゃなくて、ちょっと課長のほうでも職員の

皆さんとお話をしながら、いかに奨学金を借りた人が返していただくような形を考えな

がらやっていただきたいなと思って、この質問をしました。答弁はいいです。これで終
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わります。 

○議長（本郷良克君）　小倉議員。 

○６番（小倉潤二君）　111ページ。また教育委員会のほうです。スクールバスについて

ですね。スクールバスの修繕料、あと車検整備ほか随分金額が張っているみたいなんで

すけれども、この内訳、もし分かりましたら教えてもらえますか。 

○議長（本郷良克君）　相内課長。 

○教育課長（相内　譲君）　スクールバスもかなり耐用年数を経過しておりまして、バス

自体の部品も大きいために結構値段が張ります。車検整備料以外のやつで行きますと、

ダイナモの取り替えとか、あとＥＲＧクーラーの取り替えで、あと大きいのがエアコン

の修理、あとリアブレーキドラムの修理代、30万とか40万かかっていますので、よろし

くお願いいたします。 

○議長（本郷良克君）　小倉議員。 

○６番（小倉潤二君）　今、聞いた限りで、それは腐食か何かのせいですか。それとも乗

り方とかそういう関連から来ている修理なんですか。 

○議長（本郷良克君）　相内課長。 

○教育課長（相内　譲君）　エアコンの修理は、どうしても海岸線、冬場に塩水をかぶっ

てしまって、終わった後に運転手の方々も洗車してくれるんですけれども、どうしても

腐食がすごくて、腐食するとどうしても部品自体も大きくなるので、それでエアコンの

ほうはもう47万とかかかっています。あとブレーキドラムとかそういうのは１日にかな

り距離数も走っていますので、どうしても耐用年数といいますか、距離走っていますの

で消耗しますので、お願いいたします。 

○議長（本郷良克君）　小倉議員。 

○６番（小倉潤二君）　それは分かりました。恐らくほとんどが腐食の部品交換だと思い

ますので、それは仕方ないですね。でも、もし運転とかそういう不具合の場合はそれは

やっぱり指導とかして安全運転でお願いします。 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　46ページなんですけれども、一番下のほうに津軽線今別駅管理等

業務委託料、これはたしか今別駅の管理を町民の方に委託しているやつだと思うんです

けれども、これってお１人に委託しているのか、団体とかそういう人に委託しているの

か教えていただければ。 
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○議長（本郷良克君）　参事。 

○参事・総務企画課長（太田和泉君）　こちら津軽線今別駅管理委託業務ですけれども、

内容としてはトイレの掃除、あと除雪、あと冬場のストーブの点火、消火等を行ってお

ります。期間は12月から３月までで、こちらお１人の方にお願いしているところでござ

います。町民の方です。 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　冷暖房用のエアコンでたしかやっていると私、認識しているんで

すけれども、冬もエアコンでたしかやっていますよね。 

○議長（本郷良克君）　参事。 

○参事・総務企画課長（太田和泉君）　すみません。冬のエアコン、冷暖房エアコンのス

イッチの切り替え、すみません、点火と言いましたけれども、つける作業と消す作業を

お願いしております。 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　ところで最近の猛暑で、エアコンの容量が私は小さいんじゃない

かなと考えています。冷暖房用のきっちりしたエアコンが出ていますので、ちょっと自

分の考えだと取り替える時期に来ているのかなと。容量が小さくて駅の中が冷えていな

いんですね、待合室が冷えていません。もしあれだったら、今後職員の方で確認してい

ただいて、もし取り替えるのであれば、次年度に向けて当初予算で予算を持っていただ

いてつける、古いエアコンはまたどこか活用があれば、どこかの施設につけるとかした

ほうが、私はいいと考えています。それについては総務課長、どう思いますか。 

○議長（本郷良克君）　参事。 

○参事・総務企画課長（太田和泉君）　ありがとうございます。すみません、私どもちょ

っと確認不足のところがございました。あのエアコンに関してはＪＲさんのほうで設置

したものでございます。ですので、今、綿谷議員からのご意見をいただいて、ＪＲのほ

うに取り替えなり、容量大きいものに取り替えてくださいという要望をしてまいります

ので、よろしくお願いいたします。 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　すみません、私の勘違いで町が管理しているから冷暖房用のエア

コンも町でつけたのかなということで、今、ご質問しました。本当に総務企画課長、確

認して、もう暑くて駄目なんですよ。あれは恐らく寒冷地用のエアコンではなく普通の
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エアコンだと。室外機とか中見てもそういう感じなので、もし来年に向けて猛暑が続く

ので、とてもじゃないけどあの待合室で待っていられません。そういう状況なので、Ｊ

Ｒのほうに要望していただいて、機会があったら確認していただいて、きっちりやって

いただくようにお願いします。 

○議長（本郷良克君）　本間議員。 

○３番（本間闘士君）　105ページです。町営住宅に関してなんですけれども、非常にこ

の場で言うべきかどうかというのを迷ったんですが、昨今の猛暑によって、町営住宅の

ほうで暑さに困っているという声が聞こえております。実際、この議会が始まる前にも

相談を受けまして、町営住宅のほうに行ってまいりました。網戸がついていない住宅も

あります。 

　　エアコンを設置しようと思っても、構造上の問題なのかちょっと、そこは私のほうで

も勉強不足なんですけれども、エアコンもちょっと使用できないという話があって、今

回決算議会ですので、決算、予算を盛り込んだ後どういうふうに使ったかという決算議

会なので、非常に本当に言うか迷ったんですけれども、このタイミングでこのお話をし

て、できれば来年度予算の中にそういったものも検討していただけないかなということ

で、今、この場でお話しします。 

　　町営住宅の３階建てのほうですね、改修工事は行っております。ただし網戸がなくて

窓が開けられない。網戸がないので窓を開けると虫が入ってきてしまう。山が近いとい

うこともあって、猿も頻発するようです。猟友会のほうにも相談したんですけれども、

やはり住宅地ということもあって、猿には発砲できない、有害駆除もできない。威嚇の

花火しか打てないという中で、住民の方からそういう声が上がっているかどうかも不明

です。私が覚える範囲の中の話になるので恐縮なんですけれども、そういったところを

その場その場の対応ではなくて、できればきちんと町として管理している住宅ですので、

そういったところにも考慮して、来年の予算に検討していただきたいなと思いました。

この場で申し上げるのが本当に適切かどうかはちょっと分からないんですけれども、町

営住宅の使用された予算を見ると、その中には組み込まれておらず、またご相談したと

きにやはりある程度の費用が必要だということもありますので、予算措置するべきでは

ないかなと思い、この場で質問させていただきました。 

○議長（本郷良克君）　遠田課長。 

○産業建設課長（遠田剛洋君）　今の本間議員の住宅の網戸の件に関しましては、私も言
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われるまで確かに気づきませんでした。確かに網戸がついてないところもある、またつ

いているところもあるしということで、ちょっと見てみるとどうも個人でつけられたと

かということもあるようです。やっぱり全戸につけるとなると費用も莫大になりますの

で、しかも窓の確認をしたら既製品ではないということなので、その分当然費用もかか

ってしまうということなので、来年度措置できるかどうかまではちょっとお約束できな

いですけれども、今後の検討材料としては考えていく考えは持っております。ただ、そ

れが実際にいつできるかというところまでは、現状ではお話できないです。 

　　あと猿に関しても、実際に私も先日団地の裏で作業していたら、大きい猿が突然出て

きてびっくりしましたけれども、やっぱり場所的におりも設置できない。さっき言った

ように発砲もできないという場所なので、現状やっぱり出てくると花火で追い払うしか

ないのかなという状況でした。 

○議長（本郷良克君）　本間議員。 

○３番（本間闘士君）　網戸の件に関してなんですけれども、私、業者さんのほうに問合

せしました。そうしたら、前段で予算として大体５万円ぐらいかかるというお話だった

んですけれども、実際に確かめてみたら、規格自体はあの扉の大きさです、大体180セ

ンチくらい。ただ、それでも一応１枚１万円ちょっとぐらい、見積りのほうをいただい

ておりますので、費用面としても思っている以上にはかからないのかなと。 

　　エアコンも、例えば一般的なこういう室内用のエアコンをつけるとなると、壁に穴を

空けてというふうになりますので、それも個人でつけられた方もいらっしゃるし、町が

用意するべきか、それはちょっと分からないんですけど、窓用エアコン等もありますの

で、猛暑に関しては公営住宅ということもあって、検討していただければなと思います。

今すぐではないです。当然費用も必要ですし、ただ来年の予算に向けて少し検討してい

ただければなと思います。 

○議長（本郷良克君）　答弁いいの。（「暫時休憩で」の声あり）暫時休憩します。午後

１時５分から再開します。 

　　　　　午前１１時４６分　休　憩 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　午後　１時０５分　再　開 

○議長（本郷良克君）　休憩を解いて会議を再開いたします。太田議員。 

○４番（太田英一君）　40ページの財産管理費のところなんですけれども、財産管理費の
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中に庁舎管理費とか公用車管理費も混在しているんですけれども、これ管理を明確にす

るために、確かに財産は財産ですけれども、庁舎管理費という項目を設けて庁舎の管理

は庁舎の管理ということで、きちんと仕分したほうがいいんじゃないかと思うんですけ

れどもいかがでしょうか。 

○議長（本郷良克君）　参事。 

○参事・総務企画課長（太田和泉君）　これ目を設けて、財産管理じゃなく庁舎管理費、

例えば一番最後のほうに15目に設けるとかそういう形だと思うんですけれども、そこに

ついてはちょっと検討させてください。 

○議長（本郷良克君）　太田議員。 

○４番（太田英一君）　本当にここの中にはクリーニング代とか、あと役場非常電源用発

電の点検手数料とか、あと公用車車検整備費とかそういうのも財産管理の中に、確かに

公用車、町長車も財産ではあるんですけれども、これを本来財産の管理費というのは、

町の固定資産というか、そういうものを本来指すべき項目であって、不動産とかそうい

うものを指すものではないというふうに私は解釈しているんですけれども、町長その辺

いかがですか。 

○議長（本郷良克君）　町長。 

○町長（阿部義治君）　今、目の新設ということの話です。財産という、今のこの目は長

年私たち若い職員の時代から今現在まで使っている目でございます。その新しい目の設

置については、太田議員の言う庁舎の部分と財産の部分を分けるという、そういう考え

方もございますので、ただいま目のつくり方のほうもまた財政担当とも相談しながら、

それは詰めてまいりたいと思います。 

○議長（本郷良克君）　太田議員。 

○４番（太田英一君）　検討をよろしくお願いします。 

　　それとあと次の巡回バス運行管理費のことなんですけれども、ここの中に以前私が運

転手の被服費、被服、統一して支給していただきたいと。３年貸与とか一時貸与とか支

給とかそういう形で実施してもらいたいということで質問して、対応しますという答弁

いただいたはずなんですけれども、決算の中でちょっと見たらなかったので、その辺ど

うなっているのかなと思いまして。 

○議長（本郷良克君）　参事。 

○参事・総務企画課長（太田和泉君）　今後について、今現状運転手の方は前のものをち
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ょっと使っていただいている形と、あと昨今のそれこそ熱中症対策ということで、ジャ

ケットは今の時期着ていないというのもありました。ただ一応対応するということでし

たので、今後その必要、被服費の年数を越しているものについては更新のほうをしてい

きます。その辺今ちょっと運転手のほうと確認していきたいと思います。よろしくお願

いいたします。 

○議長（本郷良克君）　太田議員。 

○４番（太田英一君）　ジャケットについては、これから涼しくなって着用が必要になっ

てくると思われるので、できたらそれまでに、ばらばらな上着という形ではなく、町の

運転手、公用車の運転手だということを自覚してもらうという点からも、統一して支給

なり買うための一時金を支給するなり、いろいろな形があろうかと思いますので、そう

いう予算措置を行って、できるだけ早く対応していただきたいなと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 

○議長（本郷良克君）　参事。 

○参事・総務企画課長（太田和泉君）　同じ答弁になってしまいますけれども、状況を確

認して適正に対応したいと思います。 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　37ページの総務費の時間外のことでちょっとお聞きします。７年

の９月３日の新聞の切取り、私も持ってきたんですけれども、ある町で時間外を予算内

抑制しているという記事が出ました。 

　　ところで、この総務費の47万4,060円ですね。これは総務費の中なんですけれども、

総務費も含めて町の全体の中での時間外の取扱いがどのようになっているか、ちょっと

お聞きしたいんですけれども、たしか私の記憶によれば、休日の勤務を要しない日の振

替は条例化がたしかされていると思いますけれども、その日も含めて今現在時間外がど

のような形で支給されて、どのような形で代休に回っているのか、総務企画課長から詳

しくお知らせ願いたいと思います。 

○議長（本郷良克君）　参事。 

○参事・総務企画課長（太田和泉君）　私も新聞記事見たところでございます。今、綿谷

議員おっしゃられたとおり、町では振休、振替の部分に関しては条例化しております。

ただし、あの新聞報道にあったような上限を設けたりとか、あとそういった部分に関し

ては明文化していないところでございます。当町においても明文化してはおりません。
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それで現状の時間外の運用についてですけれども、祭り、今別町のいわゆる三大祭りに

関しては全部振替をしております。そのほかの各種イベント、町外に出たりイベントと

かあと町のイベント、小さいイベントに関しては、その勤務した出た時間の半分は時間

外、それ以外は振休という対応をしております。そのほかの時間外に関しては現在命令

したものに関しては、全て支給している状況でございます。 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　ここは役場の立地条件からいって、非常に道路沿いで、役場の事

務所の中が電気ついているのが非常に見えるんですよね。かなり遅くまで事務所のほう、

電気ついています。毎日ほとんど。定時に帰っている人もいるかもしれませんけれども、

特に祭りとかそういう行事が多くなると、かなり遅くまで電気がついている部分があり

ます。ところで、今の時間外のお話、総務課長したんですけれども、その延長上では時

間外というのはどのような取扱いされているんですか。 

○議長（本郷良克君）　参事。 

○参事・総務企画課長（太田和泉君）　今のところ通常業務の延長上に関しては、特段時

間外等を支給していない状況でございます。ただし庁内のシステムの改修等に伴うもの

で、どうしてもその業者さんに立ち会わなければならないものとか、また、そのほか業

務上でどうしても延長しなければ、一時的なものですけれども、そういったものに関し

ては、時間外対応しているところでございます。 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　通常の仕事上で延長しているのは、時間外は支給していないとい

うことでよろしいですか。そもそもその考え方を変える必要あるんじゃないかなと私は

思います。その行事、業務内に５時までに仕事が残るから、職員は残ってやっているん

ですよ。自発的に。ただその行為をいつまでも、当事者のほうで暗黙の了解みたいにや

っているのであれば、これはちょっと労働上まずいんじゃないかなと。それだったら５

時に全員帰すような、帰れるような事務分担、帰れるような仕事量、それをやればいい

んじゃないですか。 

○議長（本郷良克君）　参事。 

○参事・総務企画課長（太田和泉君）　そういう体制が一番望ましいところだと思います。

現状綿谷議員ご存じのとおり、職員数も今はいっぱいいっぱいのところでやっておりま

して、どうしてもその職員の方々にも勤務内で終われない状況が、今、続いているとこ
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ろでございます。 

　　健康上、健康面を考えたときには、勤務、残業しないのが一番よろしいかと思われま

すし、また各課においてその勤務時間、今、タイムカードを使っておりますので、勤務

時間が明確に明記されますので、そういった形で勤務状況の確認等を行っているところ

でございます。そういった中で各課においてはその状況を確認しながら、適正にその管

理、管理職に関しては適正な指示を行うように、今、行っているところでございますけ

れども、なかなかそこまで手が回らない状況というのが現実でございます。 

　　綿谷議員おっしゃられるとおり、どうしても残らなければならない、残業しなければ

ならない状況に関してのその時間外勤務手当に関しては、職員組合等の交渉等もありま

すし、そういった中で協力をしながら、今後適正な運用のほうに努めるよう努力してま

いりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　時間外を支払うのは、組合と話ししなくても。支払いしないから

組合と話ししなくてはならない、そこはちょっと勘違いしているんじゃないかなと思い

ます。新聞のこの記事によると、その町では一応定時退庁を目指した労務管理の取組を

進め、時間外勤務そのものの縮減に努めるという、ある町の町長がこういう新聞の記事

に載っているわけです。 

　　しかしながら、総務企画課長言われるのは分かるんですけれども、例えば振替をいた

だいた、１日出て半日時間外、半日振替をもらった。１日勤務を要しない日に勤務した

から、祭りに出たから振替をいただいた、今の役場の職員の労務条件の中で自由に使っ

て、すぐ休んだりできるものですか。そういう管理、振替制度の管理、労務管理はなさ

れているんですか。 

○議長（本郷良克君）　参事。 

○参事・総務企画課長（太田和泉君）　振替、今のご質問ですと、適正にその振替を使え

るような環境整備に努めているのかというところでございますけれども、正直なところ

振替を消化し切れない状況でございます。ですのでそこは真摯に受け止めて、今後そう

いった状況にならないように努めてまいりたいと考えているところでございます。 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　振替の場合は、私の記憶によると、振替日を申請書に記入をして、

その日に振り替えるというのが基本だと私は考えています。でも、今現在役場のほうで
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やっているのは、その振替日を入れないで、振替日を選んでその後に振替しますよとい

う形でやっているのが事実ですよね。その問題については、やはり労務管理としてきっ

ちりやらないと、過去にある町の施設で労働基準局のほうから言われて、いろいろ是正

された。何十年か前はそういう時代もありました。そういうことのないようにやはり労

務管理だけはきっちりしていただいて、職員の皆さんが働きやすい環境と、そして町民

のためにやられる環境をつくっていただきたいと思いますけれども、町長どうですか。 

○議長（本郷良克君）　町長。 

○町長（阿部義治君）　るる振替時間の取り方についての、今、お話を聞きました。 

　　参事も答えておりましたけれども、私の基本的な考え方というのは、もともと振替休

日は後からできた制度であって、もともとは職員が時間勤務外に残った場合は、時間外

勤務手当というのが基本です。これは後からできた制度です。これ昭和50年代のあたり

だと思うんだけれども、これは青森国民体育大会のあたりで、県もいろいろ取り入れて

振休を取ってやろうという、財政が厳しいからでなくてそういう時代があったときがあ

ります。 

　　ここで１つ綿谷議員と話ししておきたいのが、まず時間外勤務手当というのは手当で

なくて、時間外勤務命令なんですよ。勤務命令。それでその一職員が５時以降残る場合、

そして自分の仕事の延長上残る場合は、上司から時間外勤務命令の決裁をもらう。それ

によって終わった後は、実際の勤務したのを記入するという、それによって時間外勤務

命令に対して時間外勤務手当が出るというシステムになっています時間外勤務手当、手

当の表、伝票書いたこともないと思う、今の職員は。そういう中で、今日職員も皆話聞

いていると思うんだけれども、そういう中で、本当にこれは仕事上の延長なのか、私的

なことで残っているのか、様々なものがあると思います。これはやっぱり管理云々とい

う話だけれども、各課長が各職員の管理し、そして適宜時間外勤務命令が出れば決済す

るという形、そういう形。 

　　それ以外の中でさっき言ったイベント等については、振替休日を使うのが基本として、

今、財政難のときからそういうふうにやっていますので、ただ、今、町民の健診とかあ

った場合は100％支給という形を、今、取っております。そういう中で、財政も厳しい

中ですが、職員の力を借りながら今やっていますので、見直すところは見直すという、

ただ、今、忘れているのが、職員が時間外勤務命令の決裁もらうという自体も分からな

いという、その辺また各課長と相談しながら、勉強しながらやっていかなきゃいけない
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と思っていますので、ご指導ありがとうございます。 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　今、町長おっしゃったように、今の若い職員はそういう制度とか、

時間外の命令をいただくということは確かに分からないかもしれませんけれども、ただ

労務管理上、いかなるものかなという私は考えでおりますので、新聞紙上でもいろいろ

今後こういう問題があると、各市町村がきっちりした労務管理をしなければならなくな

るんですよ。一町村の記事だけじゃなくて、これをきっかけに、今別町もきっちり職員

の労務管理をしていただいて、出すものは出す、働いていただくのは働いていただく、

代休は代休にする。その代休の取れる環境もつくる、それを含めて労働管理をきっちり

やっていただきたいなと私は考えていますので、今後また機会があればこういう質問を

させていただきますので、よろしくお願いします。 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　同じページなんですけれども、今別町の入札監視委員報酬25万

5,000円、６年度で使われておりますけれども、この実績というのはどのようになられ

ているんですか。 

○議長（本郷良克君）　参事。 

○参事・総務企画課長（太田和泉君）　令和６年度ですけれども、入札監視委員会は４回

開催しているところでございます。４回です。件数ですけれども37件、（「入札した件

数」の声あり）その審査した件数です。 

　　以上であります。 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　委員会を年に４回やって、その４回の中で37件の入札について審

査をしたということでよろしいですか。 

○議長（本郷良克君）　参事。 

○参事・総務企画課長（太田和泉君）　審査内容ですけれども、平成25年から令和５年度

の入札及び随意契約のリストの中から、入札監視委員会が抽出したものを審査している

ところでございます。 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　平成25年度から令和５年度の中で、委員会のほうで選出した入札

の件について協議していると。それが37件ありましたよと。その協議した内容が例えば
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７年度の入札にどのように反映されて、どのような効果が出ているのかということをち

ょっとお聞きしたいんですけれども。 

○議長（本郷良克君）　参事。 

○参事・総務企画課長（太田和泉君）　ちょっと私、説明不足でした。この入札監視委員

会の結果については、ホームページのほうでも公表しているところでございます。入札

監視委員会の委員の皆様からご指摘あったところでいきますと、例えば随意契約の中の

随意契約の理由とかについて、全然明確に示されていないという指摘が多々あったりと

かそういった部分に関しては、すぐに関係課のほうにお話しして、こういう指摘があり

ましたので、適正に今後対応するように指示したりとか、そういう形で行っているとこ

ろでございます。 

　　以上です。 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　そうすればこの委員会で話された、指摘されたことは、それを入

札事務に関する入札事務、見積り入札も含めて、そういう事務に反映されているという

ことでよろしいですか。それで入札の関係なんですけれども、入札終わると議員の方に

入札結果が通知がなされているんですけれども、その通知の中身を見ると、非常に業者

の辞退が多いんじゃないかなって。例えば一番いい例が例のバスの関係、全ての業者が

辞退とか、本当に議員の方に入札終わった後に送ってくる通知を見ると、辞退が多くて

辞退が多くて、何なのこれっていう。いや私も職員時代、産業建設で長い間入札関係も

しましたけれども、何でこんなに辞退が多いのって自分で思いました。産業建設課長と

もちょっとお話したんですけれども、この辞退が多いということに関して、指名される

町長、辞退するからしょうがないかも分からないですけれども、その辞退の業者が多過

ぎてちょっと異常じゃないかなと私は考えます。その辺町長、指名するほうなのであれ

ですけれども、副町長ですか。すみません。町長でなく、今、副町長がやっていたんで

すね。副町長のほうでは、この辞退の業者が多過ぎるということに対して、どのような

お考えを持っているかちょっとお聞きしたいんですけど。 

○議長（本郷良克君）　副町長。 

○副町長（飯田　哲君）　今のご質問でございました。私、今別町入札参加の係る入札業

者の選定の指名委員会、こちらのほうの委員長を拝命してございます。その範囲でお話

し申し上げます。 
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　　こちらの指名委員会のほうでは、入札資格の参加者の申請書の名簿の中から、様々な

要件をもって業者のほうを指名させていただいてございます。今、ご指摘のとおり、辞

退があまりにも多いのではないかというところでございます。こちらにつきましては事

前の、昨日の一般質問でもございましたけれども、事前の要件、仕様であるとか、そう

いったところしっかり情報収集も含めてした上で、入札に諮っていくことで少しでも辞

退ということ、もしくは自治体による入札のやり直しとか、そういったところのないよ

うに努めてまいりたいと思いますので、こちらのほう議員のご指摘も踏まえながらしっ

かり対応してまいります。よろしくお願いいたします。 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　入札結果を見ると、備品から土木まで、土木工事まで全ての中で

辞退があるんですね。ちょっと私の感覚だとあり得ない話なんですよ。辞退理由はちょ

っと私分かりません。何かそこに何かがあるんじゃないかなって疑ってしまうぐらい辞

退が多いと。ちょっとこの場では言えないことがいっぱいあるので、その問題について

はもう触れませんけれども、ちょっと副町長、今、おっしゃった指名の中身については

私も分かっています。その中身で指名委員会で決めた業者に通知して指名しているって。

その通知した業者が異常に多いと。それが土木だけじゃなくて備品から土木まで全てで

すよ。最近辞退のない入札ってないです。だから私が何か事情、理由があるのではない

ですかと、副町長にお聞きしたんですけれども、簡潔な意見が来ないので、これについ

てはもう質問を終わります。 

○議長（本郷良克君）　太田議員。 

○４番（太田英一君）　47ページの婚活イベント業務委託料、約160万ほどあるんですけ

れども、これ回数とか実績とかちょっとお知らせください。 

○議長（本郷良克君）　参事。 

○参事・総務企画課長（太田和泉君）　こちら婚活イベントですけれども、以前も業者さ

んのほうにお願いした経緯があって、そこでも成果が見られて最終的には結婚までつな

がったという実績があって、今回久しぶりというわけではないですけれども、今回また

婚活イベントということで、令和６年度開催しました。それも同じような方法というこ

とで、業者さんのほうにお願いしたものでございます。 

　　結果としては７組のカップリングが成功したという報告を受けております。 

　　内容といたしましては、イベント全般の運営をお願いした形になっております。そう
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いった中で募集業務とか、また婚活イベントの場所の設置設定、あと装飾等とかそうい

った全てのものにおいて委託したものでございます。中身としてはそういう中身になっ

ております。開催は１回です。 

○議長（本郷良克君）　太田議員。 

○４番（太田英一君）　このイベントに関しては、若者を増やす、それから人口を増やす

という目的で、町内に住んでもらうとかそういう感じで当初計画されて、実際何組かの

実績はあるみたいですけれども、その後のイベントに関して今別にお嫁さんに来るとか

お婿さんに来るとかという実績が、何か乏しいような感じを受けていますので、その辺

何か制約をつけているとか、特典を設けているとかというのがありましたら、お知らせ

ください。 

○議長（本郷良克君）　参事。 

○参事・総務企画課長（太田和泉君）　このイベントに関しては、あくまでも今別町内で

なかなか出会いの場というのがございませんので、その出会いの場づくりというのが主

なところでございます。そういった中でその先の移住定住、またはその関係人口、太田

議員の言う関係人口とかそういう人までは、そのカップリングがその先どうなるかとい

うのは、なかなかこちらでもつかめないものですから、そこに関しては、その先のこと

も見据えつつ、本当はイベントをやればいいと思うんですけれども、まずは今回、その

前もですけれども、出会いの場の提供というところに重きを置いた形で、イベントを開

催したところでございます。 

○議長（本郷良克君）　太田議員。 

○４番（太田英一君）　その程度の理由で婚活イベントという事業名をつけるのであれば、

夏祭りとか秋祭りとかそういう祭りの中で、併設したイベントでやったほうが、もっと

もっとその交流人口とか参加人口が増える可能性があるんじゃないかと思うんですけれ

ども、同じお金をかけるのであれば、やっぱり何らかの成果なり何らかのインパクトを

与えるような方策を考えていただきたいなと思います。 

　　例えば、町外から来て２人とも町外から来る、例えば今別町で仕事をあっせんすると

か、一次産業に従事すればどうだとかという、将来的なことまで提案というか提示する

ような形で、もっともっと魅力あるイベントにしていかないと、せっかくお金使うし時

間も使うし、職員も労力使うんですから、そういう将来的に町の人口につながるとか、

町の産業につながるようなイベントに結びつけてやっていただきたいなと思うんですけ
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どれも、町長、これからどのようにお考えでしょうか。 

○議長（本郷良克君）　町長。 

○町長（阿部義治君）　この婚活イベントというの、初めて今別町がこれに取り組んだの

がまだ年数浅いので、最初の頃はやっぱり、今、太田議員の言った今別のイベントに参

加してもらって、そこでの今別の男性陣に出会いの場をつくるという、そういう形で当

初動いたんですが、今、ちょっと視点を変えてここ２年から青森市内のほうにイベント

会社にお願いしながら、青森市内において、今別の男性人とそれから近郊の女性と出会

いをするという形で、いろんなやり方をアスパムでやってみたり、場所を変えて試行錯

誤しながら、今別町の食材を持ち込んだりして、今、やっておりました。２年間の中で

私、数的には７組のカップリングとか、今、いろいろ話あったんですが、まずまず成功

として進んでいると思います。その先はまだ見えないんですが、こういう形を試行錯誤

しながら、私も秋祭りのイベントとかに、呼ぶのはいいなと思ってはいるんですよ。焼

き肉を食べながらとか。ただ、今、若い人たちの考えで、今、いろいろ視点を変えてや

っていますので、これをちょっと様子を見ながらまた太田議員の言う考え方に持ってい

ければと思っています。（「よろしくお願いします。」の声あり） 

○議長（本郷良克君）　小倉議員。 

○６番（小倉潤二君）　ページ数とか関係ないですけれども、91ページ、2ページあたり

ですね。水産業のほうです。まず毎回この話出るんですけれども、３年前の大雨からも

う海が変化しちゃっているんですよね。３年目からモズクも水揚げが少なくなってきて、

今年はもう多分西部辺りはゼロと私は聞いています。これって町のほうでどういうふう

に持っていくかとか考えているんでしょうか。お聞きします。 

○議長（本郷良克君）　遠田課長。 

○産業建設課長（遠田剛洋君）　モズクの水揚げ、西部のほう今年はゼロになるかもとい

うことはちょっと私も知らなかったんですが、今年度は漁協のほうから転石とかを実施

するということで補助金を交付して、今年は事業を待っているところです。今年度その

漁場整備を行うということで補助金の交付は行いました。 

○議長（本郷良克君）　小倉議員。 

○６番（小倉潤二君）　今、気がついたんですけども、たしか西部のほうはゼロです。東

部のほうが岩モズクって普通に堅いモズクですね、これが140キロぐらいなんですよ、

たった。どっちの組合もこのモズクで売上げを増やすというか、自分たちの生活の資金
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を増やすんですけれども、このままでは来年度は多分どっちもゼロだと思うんです。で

すからもうせっぱ詰まってしまっているんですよ。もう投石、大きい石を入れるとか、

手で入れる投石なんてもう無理です、無理というより体力的にもできない。ですからも

う台船使っての大型の石を投石するしかないと思うんですよ。ですからその辺も含めて

県のほうにでも強く要望してほしいんですけれども、いかがでしょう。 

○議長（本郷良克君）　遠田課長。 

○産業建設課長（遠田剛洋君）　県のほうに要望するにしても、ちょっと内容を漁協のほ

うと精査して、水産事務所のほうにちょっと相談してみるとかということは検討します

けれども、その台船を入れてやる、どこまでやれるかというのはちょっとこれからにな

りますので、ちょっと検討させていただければと思います。（「よろしくお願いしま

す」の声あり） 

○議長（本郷良克君）　田中議員。 

○５番（田中哲也君）　今、小倉議員の言ったところの同じページなんですけれども、内

水面漁業の補助金、これに関してこれは多分、アユの稚魚だったりそういう稚魚で子供

たちが放流したり何だりしている補助金だと思うんですけれども、釣り券販売したり何

だりしていますけれども、内水面の作業が全く見えないんですよね。例えば看板立てれ

ば立てっ放し、壊れれば壊れっ放し。看板の周りの草も刈らない。そういう活動とかが

全く見えないんですよね。その辺の、今後の指導としてお願いしたいなと思うんですけ

れども、その辺はどうですか。 

○議長（本郷良克君）　遠田課長。 

○産業建設課長（遠田剛洋君）　内水面事業のほう、先ほどの確かに補助金のほうは主と

しては稚魚の放流の費用等になっていますけれども、一応魚道の管理費として、油代と

かも含まれておりますので、その魚道の状況等を確認しながら内水面の組合のほうに注

意はしていきたいと思います。（「お願いします」の声あり） 

○議長（本郷良克君）　小倉議員。 

○６番（小倉潤二君）　今の内水面の放流のほうなんですけれども、これって今はいわゆ

る子ども園とか参加させてやっているんですよね。ただ、この放流、放流したのはいい

んですけれども、その下流その付近にカラス、カモメ、サギ、これによって半分以上も

放流した時点で食われてしまうんですよ。この辺どういうふうにしたらいいのか、ちょ

っと検討しながらこれから放流進めてほしいんですけれども、いかがでしょう。 
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○議長（本郷良克君）　遠田課長。 

○産業建設課長（遠田剛洋君）　当町に限らずほかの市町村でも放流したものが鳥にやら

れてしまっているという状況は聞いております。現状うちのほうでも内水面の方に聞く

と、かなり鳥に食べられているという状況は聞いておりますので、近隣の対応状況等を

確認しながら、何ができるか調べていきたいと思います。 

○議長（本郷良克君）　小倉議員。 

○６番（小倉潤二君）　せっかく子供たちと一緒に放流したアユ、イワナとかそういうも

のが、放流した途端にやられているんですよ。見ていますと。ですからもっとちょっと

やり方考えたほうが、私はアドバイスできませんけれども、何かいい方法を考えながら

放流してほしいなという思いで、今、質問しました。 

○議長（本郷良克君）　遠田課長。 

○産業建設課長（遠田剛洋君）　すみません、その放流方法については私も勉強不足です

ので、今、お答えはできません。なのでちょっと内水面のほうと相談してどうするか検

討はしてまいります。（「お願いします」の声あり） 

○議長（本郷良克君）　太田議員。 

○４番（太田英一君）　63ページの社会福祉費と、92ページの商工振興費の絡みなんです

けれども、商品券、商工観光費でやっています。社会福祉費の中でも高齢者の支援とか、

様々なもので予算化しているんですけれども、これ総合的に考えて、どちらに予算盛っ

てもいいんですけれども、社会福祉費であれば、例えば高齢者世帯とか単身世帯とかに

食料の現物支給とか、様々なことを考えて実施したほうがいいんじゃないかと思うんで

すよ。食料品の高騰とか、特に今年はお米とかそういうものが非常に全国のニュースと

かでもやっているので、商品券の代わりにお米券を提供するとか、無償で配る方法もあ

るだろうし有償で配る方法もあると思うんですけれども、その辺この決算の段階で、ど

ちらかのほうで来年度の事業の参考にできないものか、ちょっと伺いたいんですけれど

も、いかがでしょうか。町長に。 

○議長（本郷良克君）　町長。 

○町長（阿部義治君）　前段ちょっと聞き逃してすみません。商工費の部分は分かります。

これ商工費については商工会のほうに委託するプレミアム商品券。20パーつけています。

ただ、令和７年度町政執行70周年も兼ねまして、今、30パーでプレミアム準備に入って

おりました。 
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　　そして前半、福祉関係にもついているって。（「福祉関係と連動した形で、高齢者と

か単身者に支援ないのかなって」の声あり）その分、今年度については、決算じゃなく

て今年度についてはさっき言った30パーの70周年プレミアム、商工会のほうで準備を進

めていました。 

　　そして、これから考えなきゃいけないのが、高齢者に対する云々だけでなくて、これ

からやっぱり経済対策も含めながら、商品券で高齢者にいいのか、これから福祉灯油が

いいのか、これから国の動きがどう出てくるかなどの経済対策も含めて、後半戦で12月

まで何かの施策を、高齢者も含めながら町民に対してどういう形ができるのか、その辺

は各関係課長とこの議会終わってから私も詰めたいとして、スケジュール、私なりに今、

つくっておりました。 

○議長（本郷良克君）　太田議員。 

○４番（太田英一君）　これ予算項目に別に固執するわけじゃなくて、町民のための政策

として、款項目違ったとしても、その町民を支えるとか、町民のためにということで使

うお金なので、その辺庁舎の中で協議していただいて、町民に有意義な政策を実施して

いただきたいと思います。特に今年のことを考えると、本当に現物支給が一番いいんじ

ゃないかと実感していましたので、来年度の予算策定の段階で、いろいろ考慮していた

だきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（本郷良克君）　町長。 

○町長（阿部義治君）　ありがとうございます。最後に太田議員から来年度という言葉が

出たんですけれども、私さっき言ったのは、今年度の補正で組んでいかなきゃいけない

という考えも持っていますので、そのときはまだ議員の皆さんと相談しますので、よろ

しくお願いします。（「よろしくお願いします」の声あり） 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　今の商品券の問題でも、ちょっと私言われていることが１つだけ

あって、１万円で、今、30％だか15％ということがあるんですけれども、１万円で買え

ない方もいるので、セットの金額をできるだけ下げて、例えば3,000円で10％とか、そ

ういう形で、高齢者で年金生活で暮らしている方も買いやすいような、何か手だてを商

工会と一緒に考えていただきたいなと考えています。町長どうですか。 

○議長（本郷良克君）　町長。 

○町長（阿部義治君）　さっきも申した今年の分の30％のプレミアムも動いていますので、
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準備に入ってしまいましたので、今、綿谷議員が言ったのは二、三年前から１万円持っ

ていく、その１万円がないんだというのは私もいっぱい聞いています。そういう中で、

5,000円券にすればいいのかというのがまず一つあります。 

　　そしてまた、それと別個に現金給付を、高齢者世帯とか子供の世帯に現金給付という

形にあって、プレミアムの券を買いに行けるという形で取るのも一つあるのかという、

それはやっぱり我々も考えているんだけれども、これはやっぱり予算組む前に議員の皆

さんとも相談したいと思っていますので、アドバイスをお願いします。 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　町長ありがとうございました。あくまでも町民目線で、そういう

ことを考えていただいて実施していただきたいと思います。 

　　続けていいですか。54ページなんですけれども、18目の補助金、二次交通利用促進補

助金、これはたしか私の記憶によると、奥津軽いまべつ駅と津軽中里駅の間の交通手段

だと理解していますけれども、最初はこれ循環バスでたしか始まって、利用者がなかな

かないので、完全予約制の相乗りタクシーでやっている事業と理解しているんですけれ

ども、それでよろしかったですか。 

○議長（本郷良克君）　参事。 

○参事・総務企画課長（太田和泉君）　こちらの補助金は奥津軽いまべつ駅にありますレ

ンタカー、駅レンタカーあるんですけれども、そちらのほうに一時道の駅でレンタカー

管理したんですけれども、撤退しました。また、撤退したと同時にレンタカーはないの

かという利用者、また観光客の声が多々ありましたので、また駅レンタカーと掛け合っ

て協議しまして、また復活したところでございます。運用方法はちょっと変わったんで

すけれども、受付してやるわけじゃなくセルフレンタカーという形になったんですけれ

ども、そのセルフレンタカー、駅レンタカーと協議した結果、町で半分補助を出すとい

う形で何とか運行してもらえるようになりました。そのレンタカーに係る補助金でござ

います。こちらの補助金は。 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　そうすればこれはレンタカー事業であって、相乗りタクシーとは

違うということですか。 

○議長（本郷良克君）　参事。 

○参事・総務企画課長（太田和泉君）　こちらの二次交通利用促進補助金に関しては、レ
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ンタカー事業に係る補助金になっております。 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　ちょっと私勉強不足であれなんですけれども、決算書の中で、相

乗りタクシーはたしか協議会が中泊、今別、外ヶ浜の協議会でやっている相乗りタクシ

ー事業、これは先ほど私言ったとおり、当初巡回バスでやっていたんですけれども利用

者が少なくて、完全予約制のタクシー、乗り合いのタクシーということでやったんです

けれども、その事業については、新幹線対策のほうには入っていない、どこの部分に入

っているんですかね。ちょっと総務企画課長、教えていただければ。 

○議長（本郷良克君）　参事。 

○参事・総務企画課長（太田和泉君）　すみません、ちょっと探すのに時間かかりました。

49ページお願いしたいんですけれども、49ページの上から２番目の町生活交通路線等維

持補修補助金、こちらが相乗りタクシーに係る補助金でございます。 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　その49ページの町生活交通路線維持費補助金。この実績って分か

りますか。 

○議長（本郷良克君）　参事。 

○参事・総務企画課長（太田和泉君）　まず動いた便数ですけれども、こちらの541便、

どちらも往路も復路もというか、奥津軽いまべつから中里に向かうのも中里からこちら

に来るのも両方合わせて541便になっております。乗降、乗車数ですけれどもトータル

で731名、これが令和６年度の実績となっております。 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　ありがとうございました。この数字ですね、往復で541便、731名

という輸送をしているわけなんですけれども、この実績を見て町としてはどのように感

じていますか。 

○議長（本郷良克君）　参事。 

○参事・総務企画課長（太田和泉君）　すみません。今、ちょっと手元に６年度しかない

んですけれども、コロナ禍以降微増ではありますけれども、利用者も増えていると実感

しているところでございます。どうしても津軽半島の中の中泊方面に行く路線がないも

のですから、これがなくなると交通空白地帯が発生することから、実績もそうですけれ

どもやはり必要な路線ではないかなということで認識しているところでございます。 
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○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　総務企画課長、もう１度ですけど先ほど私、勘違いして質問した

中身なんですけれども、レンタカーの問題、二次交通のこの実績って分かるんですか。

もし分かったら教えていただければ。 

○議長（本郷良克君）　参事。 

○参事・総務企画課長（太田和泉君）　こちらですけれども、稼働日数、セルフレンタカ

ーなので自分で来て開けて運転して戻すというのがセルフレンタカーなんですけれども、

これが180日ございました。実際の利用者数は59人でございます。 

　　以上であります。 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　そうすれば59人利用して、日数は180日ですよということですよ

ね。しかしこれも私も勘違いしたんですけれども、二次交通でレンタカーやっていると

いうのがあまり知られていないみたいで、町内の業者の方も１業者の方、道の駅付近、

あの屋内駐車場含めて、レンタカー、今、ちょっとやっている業者もいるんですけれど

も、それと全く違うということで考えてよろしいですか。 

○議長（本郷良克君）　参事。 

○参事・総務企画課長（太田和泉君）　これまで一社、なかなかぽつんと小さい看板とい

うか三角コーンみたいなのを置いてそこがレンタカーですよって形でしかちょっと見え

ていないところがあるんですけれども、また今年度１社増える予定で、今、いるところ

でございます。綿谷議員がおっしゃられたのは一社だと存じますけれども。 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　分かりました。中里、奥津軽いまべつ間及びこのレンタカーとい

うのは、旅行者の人が非常に注目している事業なので、継続的に利用者の人のニーズに

合った形でやっていただければなと思います。よろしくお願いします。 

○議長（本郷良克君）　参事。 

○参事・総務企画課長（太田和泉君）　綿谷議員からアドバイスありましたその周知のほ

うも、町の交通手段ということでこれから周知のほう努めてまいります。どうもありが

とうございました。 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　58ページなんですけども、一番上の滞納整理機構負担金、滞納整
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理組合の負担金だと考えていましたけれども、それは当然町のほうから滞納整理組合の

ほうに委託して、税金を集めていただくという制度だと思いますけれども、これは58ペ

ージについているのは一般会計の部分だけで、特別会計の国保会計のほうに６万2,398

円負担金払ったようになっています。合計すると12万2,429円になります。一般会計と

を特別会計のほうから出ている滞納整理組合の負担金、その令和６年度の実績といいま

すか。何件委託して、どういう税目が何件収まって、全体で幾ら滞納整理組合にご協力

していただいて、税金を集めていただいたかということを、もし資料があれば教えてい

ただければ。 

○議長（本郷良克君）　会計管理者。 

○会計管理者税務会計課長（奥崎　匠君）　滞納整理機構のほうに現在令和６年度、まず

移管している人数でありますが、こちら23名となっております。 

　　そのうち、住民税、すみません。件数につきましては移管者数は把握をしておるんで

すが、年間の納付につきましては重複している部分がありますので、納付いただいた金

額のみお答えいたします。まず住民税はトータルで48万6,100円です。そして固定資産

税は１万3,900円です。続いて軽自動車税ですが、これちょっと少ないですけれども315

円となっております。そして国保税ですが、こちらトータル56万3,982円となっており

ます。すみません。全てのトータルで106万4,297円になっております。 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　負担金12万2,429円に対して106万4,297円収納したと、かなりの

実績でやられているわけなんですけれども、この滞納整理組合という組織をもうちょっ

とうまく使って、今別町は負担金は幾ら払ってもいいんだと、どんどん税金集めていた

だくような形で会計管理者のほうには、滞納整理組合のほうと密に連携を組みながら、

特別ではないんですけれども、ちょっと今別の分多く集めてくださいみたいな感じでお

付き合いしてやっていただければ、もうちょっと集まるのかなと思ってましたので、そ

の辺なかなか今は対面できるような、事務所に行って対面できるような事業はないんで

すけれども、出張のときに整理組合のほうに足を運んでお付き合いしていただければな

と考えていますので、その辺会計管理者のほうで何とか町のために、足を運んでいただ

きたいなと考えています。 

○議長（本郷良克君）　奥崎管理者。 

○会計管理者税務会計課長（奥崎　匠君）　綿谷議員のおっしゃるとおりで、滞納整理機
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構と連携することでより徴収率を上げる効果は期待できますので、私もぜひ出張の際に

は顔を出して、密な付き合いでもって上手に活用して徴収のほうにつなげたいと考えて

おりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　奥崎会計管理者、よろしくお願いします。 

　　次、いいですか。81ページなんですけれども、水稲病害虫防除事業補助金についてち

ょっとお聞きします。これは前の議会でも私、この航空防除の関係で、ドローンに補助

金は出せないのかということで質問した記憶があります。そのことについて、今後検討

しますというご答弁をいただいているんですけれども、その病害虫防除事業についての

ドローンでの散布の考え方として、去年、さっきも言いましたけれども、質問したら今

後考えますというような答弁いただいたので、どこまで考えているのかなと思って、今

の段階でどのような考えを持っているのかちょっとお聞きします。 

○議長（本郷良克君）　遠田課長。 

○産業建設課長（遠田剛洋君）　今の綿谷議員の質問のドローンの航空防除に対する補助

なんですが、昨年の、昨年じゃないですね。今年の３月ですね、３月のときの答弁で、

近隣の状況も確認しながらということでお答えさせていただきました。 

　　今年に入って協議会の会議等で近隣の状況を確認したところ、県内で今のところドロ

ーンの航空防除に対して補助をしているのは、２つの市と２つの町のみになっておりま

して、当町のほうで行っている航空防除の協議会のほうでは、まだ現状は有人ヘリとヘ

リコプター、ラジコンヘリのみ行っておりますので、今、こちらのほうの協議会として

行っている航空防除に関しては、ドローンというものは対象にしてない状況です。それ

で実際に近隣でもまたそのドローンで個別にやっている散布、個人の農家さんがやって

いるものに関しての補助というのが、現状まだ近隣でもない状況ですので、引き続き近

隣の状況を見ながら、今後進めていこうと思っております。 

　　また、ドローンについては、県内は五戸町だけが免許の取得に対して農業用に限らず

なんですが、免許の取得に対しての補助も行っておりますので、こちらも今後増えてく

るかと思いますので同じくドローンの補助として、検討の材料として、今、調べている

ところです。 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　このドローンの問題は今後ますます利用が盛んになると思います。
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どこどこの町村でやってないということでなくて、いつでも農家、農業法人がやったと

きには、補助金を支払われるような形で整備するのも一つの手かなと考えます。国でや

っていない、県でやっていない、どこの町村でやってないということでなくて、今別が

先駆けて、いつでも農業法人の方が、個人でもそういうふうに散布をした場合は、いつ

でも補助金を支払えるような形で整備するのも一つの考え方ではないかと、私は考えて

いますけれども、課長どうですか。 

○議長（本郷良克君）　遠田課長。 

○産業建設課長（遠田剛洋君）　確かに町として単独でというのも考え方ではあるんです

が、今現状ではすみません、そこまでの検討はしていない状況です。ちょっと今後の検

討とさせてください。 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　今、私がこの質問しているのは、３月議会で課長が検討しますと

言ったから質問していることであって、ちょっと答弁が私おかしいと思うんですけれど

も、でもいいです。私の考えは、農業法人または農業の人のために、事前にそういうこ

とを整備しておくのも町としての役目かなと思って、今、質問しているので、皆さん農

業の方がどんどんドローンで散布するようになってから補助金整備じゃなくて、いつで

もできるような形で補助金整備するのも、一つの考えじゃないですかということで尋ね

ていることなので、答弁は要りません。今後、そのことを踏まえて、国、県、他町村の

動きを見ながら、速やかにできるような形で心得ていただきたいなと考えています。こ

の質問はいいです。答弁はいいです。 

　　続けてもう１点だけいいですか。84ページです。下のほうに今別牛ブランド化調査研

究委託料。72万円ついています。これは恐らく去年、今年、おととしから始まった事業

かな、今年でたしか３年間の事業でやったと私、記憶しているんですけれども、７年度

で恐らく最後の年度になるのかな。２年間この調査をして、その途中経過でよろしいの

で、実績とその調査を踏まえて、今後、いまべつ牛をどのように町で発展振興させてい

くのかというのをお聞きします。 

○議長（本郷良克君）　遠田課長。 

○産業建設課長（遠田剛洋君）　今、綿谷議員から質問があったこのブランド化調査研究

委託費なんですが、令和５年度から３年間で弘前大学のほうと連携してやっている事業

となっております。 
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　　令和５年度に関しては、県内畜産農家の視察や道の駅いまべつでの来場したお客様に

対する消費者のアンケート、また、中規模の肉牛の産地である東通牛、八甲田牛、鹿角

牛の視察を行って、教授のほうからは、今別牛の認知度は半数程度、聞いた方の半数程

度が知っているという状況で、引き続きプロモーションを必要とする、強化していかな

いといけない状況だということでの提言がありました。 

　　令和６年度については、その消費者アンケートを引き続き実施したほか、県内のほか

の肉牛の産地ということで田子牛、また教授のほうで富山県の氷見牛への視察に行って、

その調査結果からも、やはり今別牛の認知度はとても低いということで、昨年度の実績

報告会ではもっと認知度を高める活動が必要という提言をいただいたもので、今年度は

仙台、また東京での今別牛の販売、イベント等の販売を実施する準備をしているところ

です。 

　　最終年度となっている今年度に関しては、その３年間にわたって実施した内容を改め

て精査し直し、今別牛のビジネスモデルの構築を検討して提案していただく予定となっ

ております。 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　調査も途中なので、なかなか成果結果が出るとは思っていません。

ブランド牛についてはよろしいです。 

　　ちょっと議長、続けて委託のことで続けて質問した後に、最後に要点を質問したいと

思いますけれども、よろしいですか。（「はい」の声あり）。 

　　次に、88ページ。委託料の中に森林経営管理制度意向調査業務委託料382万3,000円ぐ

らいですか。ついています。これはどのような調査なのか、中身を教えていただければ。 

○議長（本郷良克君）　遠田課長。 

○産業建設課長（遠田剛洋君）　ただいまの森林経営管理者管理制度意向調査についてで

すけれども、こちらのほうは手入れの行き届いていない森林について、市町村が森林所

有者から経営管理の委託を受けて、林業経営に適した森林は地域の林業経営者に再委託

するとともに、林業経営に適さない森林は、市町村が公的に管理をするという制度の下、

その森林所有者に対してその町への管理を希望するかどうかの意向調査を行ったものと

なっております。 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　そうすればこの意向調査については、国が主導としてやっている
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事業ということで理解していいんですか。手のついていない森林の所有者にそういう意

向調査をするということでよろしいんですか。 

○議長（本郷良克君）　遠田課長。 

○産業建設課長（遠田剛洋君）　手のついていないというか自分でできないところに関し

て、市町村にお願いするかどうか、そこです。その手のついていない森林をなくすため

にということで、実施している国主導というか国の指導で行っているものです。 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　そうすればこの森林の調査は、あくまでも手つかずの森林をいか

に手をつけて立派な森林にするかという、そういう解釈でいいんですか。手つかずのも

のを意向調査して、町で代行してやると。 

○議長（本郷良克君）　遠田課長。 

○産業建設課長（遠田剛洋君）　手つかずのものというか、所有者が結局手をつけられな

いもの、結果的に手つかずのものになりますけれども、そのものについて意向を確認し

て、集積計画の作成を今度実施していくことになると思います。 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　今の意向調査については分かりました。 

　　次、同じページの一番下に今別町植栽地調査業務委託料って、植栽に関するこれは苗

木を植えるという調査だと思うんですけれども、この調査の中身というのはどのように

なっているんですか。 

○議長（本郷良克君）　遠田課長。 

○産業建設課長（遠田剛洋君）　この一番下にある今別町植栽地調査実施業務なんですけ

れども、こちら昨年補正で400万計上したときに西田の山、平成二十六、七年くらいに

伐採したところが、結局伐採した後に手つかずでそのまま伸びている状態なので、その

ときに約束事として改めてそこを今回整備するに当たって、これを町でやるか森林組合

のほうを経由で造林をお願いするかということも含めて、計画するための現地調査を行

ったものになります。 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　現地調査なので現地調査だけで終わらないで、続けてやってほし

いと思います。 

　　もう今まで３つほど質問した中で委託料なんですよ。この私質問した委託料だけで
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860万なんです。委託料だけで。その860万をかけて委託したものに対して、今後どのよ

うな成果が出てくるか、私は楽しみです。委託出して結果出てそれで終わりじゃないで

すよ。税金をこの私質問しただけで860万5,000円ですよ。その成果というものをいかに

出すか、行政では考えなければならないと思います。何でも委託料については、目的、

結果を求めなければ駄目なんですよ。目的があるから委託するんです。その結果、委託

の結果が出てきたら、目的を達成しなければ全くかける意味がないんですよ。そういう

ことを踏まえて、ぜひ私この森林に関しては、前も質問していますよ。 

　　西田だけじゃなくて与次郎沢もそうだし、森林の関係で財産収入2,000万、4,000万、

5,000万普通に入っているんですよ。でも伐採して収入にするだけで収益ないんですよ。

例えば4,000万収入あったら400万、10％かけてこういう仕事をして植林しなければ駄目

なんですよ。それで後世に残して、また後世の人が60年後70年後に伐採して、また町の

収入になる。その循環を止めれば駄目なんです。なので、私は今、委託料に関して、町

のほうでただ委託するだけじゃなくて、きっちり目的があって委託するので、その目的

を達成してくださいということで質問させていただいているので、今後もこの委託料の

ことについては詳しく説明を求めることがあるので、よろしくお願いしたいと思います。

この件についてはこれで終わります。 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　96ページの眺海の森施設管理費ですね、今年も私は町の植樹祭に

参加させていただいて、植樹してきました。簡単に言うとスキー場跡地ですよね、なか

なか難しい問題だと思うんですけれども、営林署のほうに土地を返すなり、いろいろ問

題はあると思うんですけれども、早くこれは解決したほうが私はいいと考えております。

お金のかかる部分もあるので、きっちりした計画の中できっちり元の形に返すなり営林

署のほうにお返しをして、工作物を全て撤去してお返ししたほうがよろしいかなと私は

思うんですけれども、今の段階で、町としてあのスキー場跡地、眺海の森の施設をどの

ように考えているのかお聞きしたいんですけれども。 

○議長（本郷良克君）　遠田課長。 

○産業建設課長（遠田剛洋君）　交流センターを含む眺海の森林跡地については、現状で

はまだ交流センターが避難所でもあります。また、スキー場のもの、リフトの鉄骨材等

の撤去には莫大な金額が発生するので、現状ではまだ今のまま借上げ料を支払って、借

りる状態を継続する予定です。 
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○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　そうすれば今のところは、大きなスキー場跡地、眺海の森の問題

については、あまり今の段階では計画がない。例えばいつまでに返納しますよという目

的が今のところはなくて、今の形を持続するということでよろしいですか。 

○議長（本郷良克君）　遠田課長。 

○産業建設課長（遠田剛洋君）　当面はその形になろうかと思います。 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　スキー場だけじゃなくて、いろいろな建物、町ではいっぱい抱え

ていろいろ苦慮しているみたいです。ただ、小学校の跡地、小学校の校舎とか見えない

部分でいっぱい残っているのは事実なので、眺海の森も含めた計画的なものを造る必要

があるのかなと、今のところは私の個人の考えですけれども、持っています。 

　　なかなか財政も厳しい中で難しい部分はあるんですけれども、きっちり計画的にそう

いう町の財産の整理といいますか、そういうことを考えていかなければならないと私は

考えていますので、今後もよろしくお願いします。 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君君）　112ページ教育費の中で、私ちょっと疑問に思ったんですけれ

ども、中学校用地の測量委託ってあるんですけれども、これは通常私たちの言う確定測

量かなと思います。112ページです。112ページの委託料の中に中学校用地測量業務委託

料、これは私の認識では確定測量かなと。用地を確定するために測量、例えば民地と何

か問題があって確定測量したとか、そういうことかなというふうに推測されるんですけ

れども、実際はどういうことなんですか。 

○議長（本郷良克君）　相内課長。 

○教育課長（相内　譲君）　中学校のグラウンドの一部側溝が個人の所有する土地に入っ

ておりまして、それを確定させるために測量いたしました。 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　それこの確定測量で測量をし直して、側溝を入れ直したという解

釈でいいんですか。 

○議長（本郷良克君）　相内課長。 

○教育課長（相内　譲君）　側溝を入れ直したのではなくて、その入った分、中学校の側

溝が個人の敷地に入った分と、中学校のちょうど測量した部分が同じ面積で、それを交
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換いたしました。 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　そうすれば確定測量して、用地交換したということでいいんです

か。 

○議長（本郷良克君）　相内課長。 

○教育課長（相内　譲君）　そのとおりです。お願いします。（「分かりました」の声あ

り） 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　分かりました、ありがとうございました。 

　　議長続けてもいいですか。（「はい」の声あり）114ページなんですけれども、今別

中学校教員住宅エアコン設置工事40万7,000円。結構なエアコンをつけたと思っている

んですけれども、このときも備品扱いするんですかという話で、私、質問したと思うん

ですけれども、これは中学校のそばにある教員住宅でよかったですか。 

○議長（本郷良克君）　相内課長。 

○教育課長（相内　譲君）　そのとおりでございます。 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　６年度でせっかく40万7,000円のエアコンを設置したわけですが、

今現在、誰か入居しておられるんですか。 

○議長（本郷良克君）　相内課長。 

○教育課長（相内　譲君）　今現在はちょうど先生が入っておりません。６年度エアコン

を直したときには、小学校の教頭先生が入っておりましたが、移転した小学校のほうに

校長住宅を新しく建てましたので、元小学校の校長先生は旧小学校の校長住宅に入って

いまして、中学校の教員住宅にいたのが小学校の教頭先生なんですけれども、その小学

校の教頭先生が旧小学校の教員住宅のほうに入ったため、今年の４月から中学校の教員

住宅は空きとなっておりますので、お願いします。 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　そうすれば中学校のそばの教員住宅には今年度中は誰も入居しな

いということでよろしいんですか。 

○議長（本郷良克君）　相内課長。 

○教育課長（相内　譲君）　学校の先生の異動とか、そういうことがないと入居する予定
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はありません。 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　今年度中に入居する予定がなければ、教育委員会として入居しな

い住宅をきっちり管理する必要があると思うんですよ。例えば、今の住宅は村元の会館

の横にあるんですよ。その住宅の敷地だけ草ぼうぼうなんですよ。何も管理してないん

じゃないですか、教育委員会では。入居していなければ教育委員会で管理するのが普通

であって、私は春先に言ったんですよ。草ぼうぼうって。そのときはみんなで刈ったは

ずなんですよ。でも草っていうのは１か月２か月するとすぐ伸びるんですよ、今の状況

恐らく朝課長、見てきたと思うんですけれども、あの状態だとちょっとまずいので、き

っちり管理していただくようにお願いします。 

○議長（本郷良克君）　相内課長。 

○教育課長（相内　譲君）　今年から空きになっているのを、ちょっと私の管理がなって

おりませんでした。綿谷議員がおっしゃるとおり公民館の隣にありますので、住民の皆

さんの目にも触れますので、今後は定期的に見回りしてきちんと管理していきますので、

よろしくお願いします。 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　中学校のそばにある教員住宅だけじゃなくて、使われていない教

育施設全てに該当しますので、そこだけじゃなくて、いろいろまだ解体していない学校

もあるだろうし、そういうことを含めてきっちり教育委員会のほうで管理していただけ

るようにお願いします。 

○議長（本郷良克君）　相内課長。 

○教育課長（相内　譲君）　先ほども言いましたが、今後そのように努めてまいりますの

でお願いいたします。 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。いいですよ。 

○１番（綿谷敏明君）　いいです。 

○議長（本郷良克君）　今はまだ１号ですね。ほかにありませんか。 

　　　　　（「なし」の声あり） 

○議長（本郷良克君）　議案第１号の質疑を打ち切ります。 

　　お諮りします。議案第１号を原案どおり認定することにご異議ありませんか。 

　　　　　（「異議なし」の声あり） 
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○議長（本郷良克君）　異議なしと認めます。議案第１号は原案どおり認定されました。 

　　暫時休憩します。２時35分から。 

　　　　　午後　２時２９分　休　憩 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　午後　２時３５分　再　開 

○議長（本郷良克君）　休憩を解いて会議を再開いたします。 

　　議案第２号から第７号を一括審議願います。綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　後期高齢者の部分の176ページなんですけれども、不納欠損、過

年度分の不納欠損15万8,100円あります。調定額と比べると約44.6％、45％近い金額が

不納欠損として落ちていますので、その内訳を教えていただければ。 

○議長（本郷良克君）　山﨑課長。 

○参事・町民福祉課長（山﨑真直君）　後期高齢者医療の不納欠損につきましては、本人

死亡によるものと、時効によるもので３件分となっております。 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　まず、後期高齢者医療の保険料については、個人に行くもので国

保税とちょっと性質が違うので、当然死亡で不納欠損あるというのは分かるんですけれ

ども５年時効、今、課長おっしゃったんですけれども、５年時効をなるべくなくすため

に、徴収の体制というのはどのようになっています。 

○議長（本郷良克君）　山﨑課長。 

○参事・町民福祉課長（山﨑真直君）　徴収につきましては、後期高齢者につきましては、

ほぼ年金受給者の方になっておりますので、年金月に徴収に回っております。今回の不

納欠損の方につきましても、分納で納めていただいてはいたんですけれども、保険料が

高額のために納付が間に合わず、不納欠損、時効という形になってしまいました。 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　時効というのは５年でしたっけ。 

○議長（本郷良克君）　山﨑課長。 

○参事・町民福祉課長（山﨑真直君）　保険料は２年となっています。 

○議長（本郷良克君）　綿谷議員。 

○１番（綿谷敏明君）　高齢者の方の入る後期高齢者医療保険なので、非常に難しい部分

はあると思いますが、なるべく不納欠損を出ないような形でやっていただければ、払う



44

人と払わない人の差が出てくるということはあまり平等な扱いではないと保険料の中で

はと思うので、できるだけ職員の方に努力していただいて、納付していただくような形

でよろしくお願いします。 

○議長（本郷良克君）　ほかにありませんか。ありませんか。 

　　　　　（「なし」の声あり） 

○議長（本郷良克君）　議案第２号から第７号の質疑を打ち切ります。 

　　お諮りします。議案第２号を原案どおり認定することにご異議ありませんか。 

　　　　　（「異議なし」の声あり） 

○議長（本郷良克君）　異議なしと認めます。議案第２号は原案どおり認定されました。 

　　お諮りします。議案第３号を原案どおり認定することにご異議ありませんか。 

　　　　　（「異議なし」の声あり） 

○議長（本郷良克君）　異議なしと認めます。議案第３号は原案どおり認定されました。 

　　お諮りします。議案第４号を原案どおり認定することにご異議ありませんか。 

　　　　　（「異議なし」の声あり） 

○議長（本郷良克君）　異議なしと認めます。議案第４号は原案どおり認定されました。 

　　お諮りします。議案第５号を原案どおり認定することにご異議ありませんか。 

　　　　　（「異議なし」の声あり） 

○議長（本郷良克君）　異議なしと認めます。議案第５号は原案どおり認定されました。 

　　お諮りします。議案第６号を原案どおり認定することにご異議ありませんか。 

　　　　　（「異議なし」の声あり） 

○議長（本郷良克君）　異議なしと認めます。議案第６号は原案どおり認定されました。 

　　お諮りします。議案第７号を原案どおり認定することにご異議ありませんか。 

　　　　　（「異議なし」の声あり） 

○議長（本郷良克君）　異議なしと認めます。議案第７号は原案どおり認定されました。 

　　本日はこれをもって散会いたします。 

　　　　　午後２時４１分　閉会 

 

 


